
 多少寒さを感ずる季節となりました。 
今回から、8回シリーズで「高齢者の住い」をテーマに連載していきます。 高齢になっても 
自宅で住まわれる方が多いのですが、日本の住宅は段差やスロープなど多く、高齢者向けには 
改善する必要があります。また、身体が不自由になったあとに終の棲家として新しい家を求める 
人もおられます。そんな人に是非参考にしていただければ思っています。 
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① 高齢者の事故発生場所?   
   

    

     

 

高齢者の事故の発生場所の
63%は、「住宅(敷地含)」です。 

  住宅の中でも、一番多いのは
「居室」次に「台所」そして「階段」 
 そして、その行動状態で多いの
は「歩いているとき」です。 
 (下グラフ 参照) 
   

 

② 高齢者の住居での不安と対応   

③ 墓地の費用概算(出展:週刊東洋経済 4/17//2010)  
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③ 高齢者の「生活行為別」にみた考慮点 


